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1緒

膝謹聴反射遡航(以f膝瀾娘と略櫓す)が精神作業時及ザ肉体作業負荷時に襲動する事は既

に浦本iy'¥ _k岡う),贋甘)氏等の認めたところであり,更に轡動π′式にA型Ⅴ塑S型等のあ

る事も贋I_り氏に伐って明らかにされたl)5) ( 1 )然し乍ら此等の賞蜘中肉体作業に翻しては白

極単Ergometerを用いられて居り体育運動教材を肉体作業として負荷Lた場合の壁動に輔して

は未ぞ詳細にわたった研究は行われていない。そこで体育運動教材を一党催件のもとに肉体作

羊と!てこin,Yw^y-iif付j".一再軒y>かfcfiHi'A一二甘二1-1Y柏を,汁,)た

2鷺敵方法

被験者は連動軍日毎に二名を選びなるべく同一被験者を使う事に努めたのであるが、運動秤

目の都合に依り別表Aに見られる如き被験者を使わざるを得なかった。

別表A被験者体力一覧
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1)∴T・:に4Mteこは:土建柏品こ測定し二百、にJ^i*.二言龍'」<P:山畔L:乱潮fc*l」両箕・-一・xlii二

十回にわたって測定した。

蝣i.1.}-¥"VX畔afciuには15秒1'J王20秒と迎した、運動技.土1'"O'M"*11/J^liij-T旺川って榔ヒし蝣cJJl紺Iur
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侮が渥動直前偵に恢復する迄泌定を績けた。

　2）柔道時に於ては被験者二名を直前に測定し正味7分醐の漣績試合を行わせ1分陥．隔に膝

閾値の測定を行な。い更に試合絡了直後から1分毎に直前値に恢復する迄溌定を績けた。

　被験者2名は体力の面から考えれば別表Aに見られる如く大凡同等と思われる者を選裡した

　3）縄跳翼に於いては二千米走の被験者と同一被験者を使V・之も直前値を沸定し蓮動の性質

上駈げ足跳びを正味7分閲行わせる30秒毎に14回にわたつて測定した。樹蓮動直後より直前値

に恢復する迄1分毎に測定を綾けた。

　4）　リズム運動に於V・ては基本ステツプのホツピング、マズルカ、2拍子バランス、ポルヵ

を一定のリズムに合建て蓮績して行なわを1分聞隔を以つて膝闘値を測定し叉運動中止後直前

値に還える迄渕定セ績けた。

　伺上記測定の外に正常時に於ける被験者の膝閾値も測定した。

3賓．鍮成績及び結果の考察

　實験戎績は別表第1第2第3第4第5別圃第1第2第3第4の通りである。
　1）二千米走に就いて考察すれば理表第一一別圖第一に示す卯く・、被験者（A）は蓮動直前の

膝闘32。より二百米走後52つと急激に上昇し、更に二百米走後には62Qと上昇しそれより次

第：こ綾かな上昇を績け取高値74Qを示し以後次第に下降し始め蓮動直後より3分周は緩かに下

降し3分間より5分の間1こ於いて最も急蕪な下降恢復が認められた。5分から7分の聞に於v・

ては停、幣型＜S型＞を示し7分後より11分にかけて再び急速に下降族復するのがみられ、

11分から18分1こかけて再び停糟型くS型＞が績き19分後には直前鮫に恢復して）・る事が認

められた。・

　i被験皆B、こ就いて考察すれば運動直前30。より二百米疾走後42。と膝闘値は魚に上昇し更

に二百米走の負荷を加える事に依つて48Qに上昇しそれより緩かな上昇を績け570の最高位に

達し以後次第に下降し運動後も急速なる下降恢復は認められないで別圃第1に見られる如く緩

かなる曲腺を以つて11分後頃迄下降恢復する事が認められ、それより4～5分間停滞型＜S型＞

を示し運動苞前依より約3つ高い所の33つ位の値を以つて街しぱらく績く事が考察されるq

　被験拝AとBを比較するにAはBより膝閾値が遙かに高V・殖を示しその差は四百米より八百米

にかけて大をく、千米より千六百米附近でその差がB）上昇に依り小となり且つ並行歌態を示

し千八百米二千米を走り絡る頃まで此の歌態が績いた。恢復曲線部く別圖第1＞に於いてはA

は急連なる恢復を示すがBは緩かな恢復曲線を示し運動直後より4・5・6分後に於いて一時Bよ

りAが下降するが他は常にAが高い膝閾値を示しつつ大体干行して下降恢復する事を示してい

る事が認められた。又A、B爾被験者の正常時く蓮動を負荷しない時＞に於ける膝閾仇は別表

第2に示す如く各々32、30であるが本運動を負荷する事に依つて74、58と、それぞれ上昇

した。然1、．20分後には殆もど恢復した黙から見て本運動は被験者にとつては一過性の強運動1）

であつたと云う事が出來るo
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尉羅第1

．種目　　被検者　　直前　　1　　2　　3　　4　　5　　6　　7　　8　　9　　10　　11

二千米走 A 32 52 62 59 68 66 70 71 71 74 73 70

：B 30 42 48 50 46 54 56 56 58 57 54 54

A＿B 2 10 14 9 22 12 14 15 13 17 19 16

正常時

A 32 34 34 34 34 36 36 36
3占

34 35 34

B 30 33 32 34 33 32 32 34 33 33 31 31

A＿BF 2 1 2
〔）

1 4 4 2 3 1 4 3

（別表第1のつづき）
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　2ク　i柔道時∂攣動に就いて考

察すれぱ別表第2別回，第2に示

す如く被験者Cは試合を始める

と共に急激に膝閾敏が、L昇し直

前値32。より1分閥後には59つ

を示して3分4分後に於いては

760を示し6分7分と試合時闇

が延びるに從つて840と云う高

い膝閾値を示し7分後の84。は

測定器の構造上それ以．1二測定出來なかつた。從つて84り以Lの値であると推察される。そして

此の時被験者は異常爽汗を俘い全呼吸をなし直立している事は不可能に近い歌態であつた。運

動セ依止した後ρ測定’愛積は別表第2別悶第2の恢復曲線部に示す如く急に下降陵復し6分後

には44。迄下降恢復し以後11分後に至る迄は停滞型を示し15分後に殆もど正常値に恢復して

居る事が認められた。被験者D，ま試合開始1分後に於いては膝閾働よ余り顯著に上昇しない。
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然し2分後に急激に、L昇してEと同閾値の64。に達し、それより殆んど等差級数的に上昇して

行ぎ、7分後に於いて最大値の84Qを示してv・る。恢復曲線部に於いては蓮動直後より4分後

にかけて急速に下降恢復し以後停，帯型を示し11分後に正常値に近づV・ている蔀が認められた。

被験者C及びDを比較してみるとCの膝閾値の上昇が速く、又最高値84Qを示す時聞も長く恢

復曲1泉部に於V・ても2分乃至5分の恢復時間差が認められCはDより恢復のおくれる事を示し

てv・る。叉CはDより膝閾旋が高く運動後直よりII分後に於いで再び上昇する傾向さえ認めら

れた。叉被験者が80。以上の膝閾億を示す様になれば呼吸は全呼吸となり異常蛮汗を俘つて來

る事が本被験者には見られた。以上の膝閾仇の最高値及び運動後15分以内に正常値に恢復し

ている黙から考察すれぱ、本運動は一過性の最弥度の運動であると云う事が出來る。

別表第2
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　3）・縄跳び時の膝閾値の

攣動に就いて考察すれば別

表第3別圖第3に示す如く

A戸B〆共に運動開始より緩

かな上昇が4分頃迄績く事

が認められる。それ以後に

於v・ては運動休止迄停滞型

が績き運動直後より極めて

緩かな恢復曲線を露き恢復

下降する。之を生理的に考

察すれば蓮動開始後4～5分

・頃にHIUの云うD6adpolntが現われ6分よ『

り蓮動乞1駁止する迄Steady　S亡ateが績き蓮1

動亘後より10～42分聞の恢復淺余が認めら

れる。A戸B’を比較すれば』A戸はB’よりも

Deadpointに於ける膝閾値が15。も高い66。

と云う仇を示レてv・る。又Steady　Sねteに

於いてA〆はB　よりも安定性がない事を示

し、又恢復境余に於いてA’はB’より遙か

に大きな殖≧示した，以上の黙から考察す
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れば、A’はB戸より未熟練者であると云う事が出來る。又本蓮動は最高閾値及び恢復時聞の黙

から考えて、一過性の綾運動であると云う事が出來る。

別表第5
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　4）　リズム運動に就v・て考察すれ

ば別表第4別圓第4に示す如く極め

て綾かに上昇し運動後も極めて綾か

に下降恢復する事が認められた。こ

れは運動負荷に依る生体の攣化が極

めて自然に高まり自然にもとk恢復

する事を示レているものと考察され

る。叉被験者E、F、共に．上昇曲線がZ卜行歌熊を保ち乍ら．、L昇するが、最初からE、Fの膝閾

は6。の差が認められこれが3一・7分後には，10。～13Qの墓となつて現われた。恢復曲線にも

この差が大きく現われ、FはEより遙かtて恢復が遅れてV・る事が認められた。又最高膝閾髄が

E：F共に350（恥44Q（F）である黙と10～15・分後に、もとに恢復している馳から考察して

一過性の緩運動である事が考えられる。
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別衷第4
種副　　　　1

酸験者 直前 1 2 3 4 5
｝16

7 8 9 10 11

　　　1

　1 E 18■ 22 24 23 24 27
「　　30

32 35 32 30 26
ズ1
ム　！ F 24 29 32 36 36 39 42 42 44 40 38 37

運　1
動i
　　I

E－F 一6 ＿7 ＿8 ＿13 一12 一12 一12 ＿10 ＿9 ＿8 一8 一11

　　　ヲ

E 18 18 20 18 工8 17 18 17 18 18 ．19 19

　　　1常　　　1

F 24 24 25 24 24 24 24 25 24 26 25 24

時1 E－F 一6 一6 一5 ＿6 一6 ＿7 一6 ＿8 一6 一8 ＿6 ＿5
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別表第5

運動種目 被験者 最大閾値 正常
均値 増加量 平均と増

との比

A 74 34．23 39．77 1．16

二千米走
：B 58 31．85 26．15 0．82

C 84 33，85’
50．15 1．48

柔　　　道

D 84 28．52 55．48 1・9係

E ・35 18．28 16．72 0．91

リズム運動

F 44 24．47 19・53 0．79

A， 68

　一

34．23 33．73 O．98

縄，　跳
B， 52 31．85 20．15 0．63

運動種目

二千米走

柔　　道

リズム運動

被験者 最大閾値 正常
平均値 増加量

A　　　　　　74　　　　　　34．23　　　　　39．77

B　　　　　　58　　　　　31．85　　　　26．15

C　　　　　　84　　　　　33．85　　　　50。15

D8428。5255。48
E　　　　　・35　　　　　18．28　　　　　16．72

F　　　　　　44　　　　　24．47　　　　　19．53

平均と増
加との比

1。16

0．82

1．48

1．94

0．91

0。79

4摘　要

　1）以上測定の結果膝閾値の

攣動を測定する事によつて体育

運動教材を一過性の激運動であ

るか一過性の張運動であるか一

過性の緩運動であるかの判断を

下す事が出來る1）。

2）膝閾値800を越す運動は

4分以上績ける事は生理的に見

て刺穀が張過ぎるo從つてか』

る運動を1時聞乃至3時間蓮績

して行う場合には10～15分の

休息時1爾を適宜中間に與える必

要がある。之は体育蓮動のカリ

キユラム作製上又指導案の作製
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上考慮されるべき事柄である。

　3）．本實験に依つて体育蓮動時に於ける膝閾偵の攣動が各蓮動教材に依Oて湘なり、その最

商値は840に蓮し膝閾値80。以上となれぱ被瞼者は運動績行不能の歌態になる事が認められた

叉本實験に於いて行つた蓮動は15～20分以内に殆んど直前値に’干降恢復する專が認められた。

欄筆に臨み御指導を賜りました東京教育大学教授杉本良一博士に深く感謝の意を捧げます・

　脚　註
1）浦
2）築
5）笹
4）浦
5）廣

本：疲労判定法　第5輯　昭和22年8月　（創元社）

山：中崎脳研究8　昭和25年・11月　曳創元砒）

川、；体育学研究第1号P・102昭和26年6月　（体育学会）’

本：山本佐藤酒井疲労研究の共同実験　第13輯　昭和25年7月　（創元社）、

田3肉体作業負荷に依る膝蓋腱反射閾殖に就いて．生瞼其の2昭矛“25年6月　（束

　　京悪大生理教室）


